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人　口　　　7538

　男　　　　3730

　1女　　　　3808

世帯数　　　1383
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周
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穆
繋
薯
霧
企
轟

発
行
人
松
　
本
　
芳
　
治

印
刷
所
株
式
会
社
雄
文
閣

繍幽
き
融
　
　
　
聾
鎮
諺
一
護
ー
岸
跨
薙
・
駄

一
月
の
メ
モ

O
正
月
の
雑
踏
事
赦
の
防
止
（
一
月
一

日
ー
＋
玉
月
）

O
学
校
給
食
週
閲
（
一
月
二
十
四
F
三

十
目
）

。
曙
の
暴
奪
塗
遷
月

O
侭
、
の
変
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
（
一
月
～
二
月
）

一
　
日
元
旦
、
新
生
活
の
設
計

　
　
　
少
年
法
施
行
の
日

，
二
日
初
荷
、
量
昼
般
参
賀

四
ヨ
御
用
始

．
六
日
小
寒

七
日
．
七
草

八
　
日
　
小
中
学
校
始
業
式

＋
百
驕
、
鶴

十
五
日
・
成
人
の
日

干
六
月
や
ぶ
入
り

廿
百
大
寒

廿
六
日
．
文
化
財
防
火
デ
ー
、
万
倍
日

…
廿
七
日
一
国
旗
制
定
記
怠
日

第
四
回
定
例
会

社
会
文
化
興
隆
を
は
か
る

さ

，
名
碁
村
．
鼻
条
例

制
定
な
ど
、

江
南
村
議
会
筑
四
回
定
例
会
は
、
昭
漁
三
十
八
年
十
二
月
二
十
日
、
午
後
一
時
よ
り
本
村
役
場
会
議
室
に
招
集
さ
れ
、

村
長
よ
り
提
筆
れ
た
江
南
村
名
誉
村
民
条
例
な
ど
八
議
案
・
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
於
定
・
午
後
四
時
散
会
し
た
の

　
　
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

江
南
村
名
誉
村
民
条
例
の
制
定

　
こ
の
条
例
は
、
村
民
並
び
に
本
村
の

関
鎌
者
で
、
広
く
社
会
文
化
の
興
隆
に

功
嶺
が
あ
り
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
深

く
尊
敬
に
値
す
る
と
認
め
る
人
を
、
江

南
村
名
誉
射
民
と
し
そ
の
功
績
を
称
え

る
と
と
も
に
、
村
民
の
社
会
文
化
興
隆

に
対
す
る
意
欲
の
高
揚
を
は
か
る
た
め

こ
の
条
例
の
制
定
と
な
つ
た
も
の
で
す

酎
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

　
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
奴
正
に
と

も
な
い
、
低
額
所
得
看
に
対
し
て
保
険

税
の
減
額
を
明
示
し
た
も
の
で
、
該
当

す
る
世
帯
は
2
百
24
戸
、
廻
万
円
余
り

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
減
額
さ
れ
た

分
は
、
国
が
法
令
に
も
と
づ
い
て
、
村

に
変
付
金
と
し
て
補
給
す
る
も
の
で
す

役
場
課
室
設
渣
条
例
の
幽
部
改

正　水

道
事
業
を
充
実
し
第
二
次
計
画
を

進
め
て
行
く
た
め
水
適
課
を
増
設
し
、

土
木
水
道
課
を
建
設
課
と
あ
ら
た
め
ま

し
た
。

建
設
課
は

　
1
道
路
及
ぴ
河
川
に
関
す
る
事
項

　
2
建
築
に
関
す
る
事
項

　
侶
土
地
台
帳
等
の
整
備
に
関
す
る

　
　
事
項

水
道
課
は

1
水
道
施
設
の
管
理
に
関
す
る
事

　
項

2
料
金
そ
の
他
の
便
用
料
反
は
手

　
数
料
の
徴
収
に
関
す
る
事
項

3
水
適
事
業
に
関
す
る
瀦
事
項

と
な
つ
た
わ
け
で
す
。

歳
計
現
金
一
時
借
入
金

　
借
入
金
額
印
万
円
を
膨
百
万
円
に
改

正
し
た
も
の
で
す
。

㌔
。簡

易
水
道
葛
業
の
起
債
の
承
認

　
簡
易
水
道
事
業
に
あ
て
る
た
め
に
、

郵
政
省
か
ら
3
百
万
円
の
起
償
を
決
定

、
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
承
認
を
求
め
た

も
の
で
す
．

村
有
土
地
の
購
入
　
“

工
場
誘
致
に
と
も
な
い
、
村
の
基
本

財
産
で
あ
る
土
地
を
、
深
沢
製
作
所
及

ぴ
原
田
伸
銅
所
に
一
部
売
却
を
す
る
の

で
、
基
本
財
産
維
持
の
た
め
、
大
字
柴

接
谷
9
番
地
の
1
外
7
筆
、
6
反
6

畝
飢
歩
の
土
地
を
売
収
す
る
こ
と
の
景

認
を
求
め
た
も
の
で
す
3
：

消
防
ポ
ン
ブ
購
入

火
災
期
を
む
か
え
、
万
一
に
備
え
て

消
防
施
設
を
充
鍵
し
て
お
こ
う
と
、
．
第

一
分
団
（
成
沢
）
、
第
十
二
分
団
（
御

正
新
囲
）
、
第
十
三
分
団
（
樋
春
）
の

消
防
ポ
ン
プ
を
買
い
か
え
る
こ
と
を
き

め
た
も
の
で
す
。

　
購
入
す
る
機
械
は
、
近
代
そ
う
ぴ
を

し
た
東
京
発
動
機
製
25
馬
力
の
水
冷
式

で
す
。

江
南
材
選
挙
管
理
委
員
及
び
．
補

充
員
の
選
任

昭
利
三
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
、

選
挙
留
理
姿
員
及
び
補
充
員
の
任
期
満

了
に
よ
り
、
次
の
方
が
選
任
及
び
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
婁
員

杉
田
武
喜

篠
場
四
郎

同
補
充
員

斉
藤
藷
、
．

飯
島
一
男

松平
本山

健友
次安

響
彰
一
郎

福
田
徳
重

ら
せ

お

カ
ら
ー

局送
知

放
お

和浦KHN

ミ銀行口座で放送受信料のお支払いができます鳶

　NHKでは，このたび平素集金にお伺いしてお
ります放送受償料をあなたの銀行口座から，銀行

が自動的に翼HKに支払う銀行口座振替制度を設

けました・おいそがしい方や，ご不在がちの方は

現金支払の手間が省けるので特に便利です。

　また・1年分・半年分を前納されると…∵……

　◎1年分
　　契約甲3，630円 　

　
　
す
　
）

　
ま
　
す

　
り
　
　
ま

　
な
　
　
り

　
に
　
　
な

　
く
　
　
に

円
と
　
く

o
お
円
と

3
円
o
お

6
0
も
円

，
3
　
5
0

　
　
　
　
　
　

甲
（
乙
（

　
　
約

　
　
契

　◎半年分

　　　契約甲1，820円
　　　　　（ヌ60円おとぐになります〉

　　　契約乙　280円
　　　　　（20円おとくになります）

くわしくは・つぎの取扱銀行またはRHK浦和

放送局電話浦和（31）代表7668へどうぞ…
鰯弾銀行・第」銀行・日本勧業銀行ゆ富士銀行

〆三菱銀行・埼玉銀行・武蔵野銀行㌔県内各本支店
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J
f
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！
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ノ
し
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』
遼
代
的
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
年
金
事
業
に
対
し
て

　
　
　
　
南
小
学
稜
給
食
室
完
成
！
　
　
社
会
保
険
庁
長
官
誘
感
謝
諌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v
国
民
年
金
制
度
は
、
社
会
保
障
制
度
民
年
金
業
務
に
対
し
次
の
よ
う
な
感
謝
・

　
　
　
　
　
　
　
ー
体
位
向
上
を
め
ざ
し
て
ー
　
　
　
の
一
誉
し
て
、
国
に
よ
つ
て
つ
く
ら
状
藷
つ
て
妻
し
た
．
．
こ
れ
畠
様

　
　
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
も
の
で
、
あ
な
た
を
含
め
て
み
ん
方
の
協
力
の
賜
も
の
と
存
じ
ま
す
。
全

去
る
八
月
二
十
九
日
よ
り
著
工
さ
れ
で
、
当
時
と
し
て
は
、
大
里
郡
下
で
も
　
ら
、
特
に
分
百
巧
余
の
予
算
を
も
つ
て
ヤ
な
の
老
後
の
生
活
を
、
み
ん
な
の
共
同
村
民
の
幸
福
の
た
め
に
全
員
加
入
す
る

た
南
小
学
校
給
食
室
は
、
み
な
さ
ん
の
早
い
方
で
あ
り
、
設
備
に
つ
い
て
も
優
　
着
工
し
、
総
坪
数
訂
坪
5
合
、
モ
ル
を
漣
帯
に
よ
つ
て
守
つ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
お
癩
い
致
す
と
共
に
国
よ
り
い

絶
大
な
る
ご
覆
に
よ
り
、
こ
の
鋸
れ
て
智
、
二
＋
八
年
一
月
に
は
護
ル
造
り
の
近
籍
に
み
金
派
籍
食
も
の
で
す
．
村
で
鏡
在
加
入
予
薯
た
だ
い
た
鐙
状
の
ご
驚
を
致
曇

成
い
た
し
ま
し
た
。
　
・
　
　
．
　
　
給
食
優
播
校
と
し
て
、
県
の
教
育
委
員
室
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
十
四
日
完
成
の
九
九
、
四
％
の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
藷
墓
憶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
．
つ
ま
り
一
8
人
の
う
ち
究
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

昭
和
二
十
七
年
八
月
新
築
さ
れ
た
も
の

ぱ
…
一
…
7
軋
…
一
一
…
…
三
…
一
…
三
…
…
一
旧
…
鱒
…
茎
…
国
…
一
…
三
雪
n
…
三
…
…
7
需
一
…
＝
垂
憂
一
…
一
三
量
…
…
一
三
…
三
…
岬
…
一
三
蓼
…
三
藩

　
　
わ
た
く
し

　
　
が
碧
り
た

　
　
発
展
を
と
げ
’

　
　
る
た
め
に
、
ぞ
し
て
村
民
福
祉
の
向

　
　
上
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

　
た
。

　
　
い
ま
、
過
ぎ
去
つ
た
一
年
を
静
か

5
，
温
い
℃
理
解
之
、
心
か
り
の
ご
協
力

“
に
毒
ま
慮
、
譲
も
鑑
に
の

ー
　
　
輝
か
し
い
昭
和
三
十
九
年
の
新
春

Iーロロロヨー
　
を
村
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
お
元
気

1－i［ーコユしー
　
で
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

ーーlーロユロ、
　
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す

Iliーじユロ，
、
　
本
年
も
み
な
さ
ん
が
、
新
た
な
希

1ー霊1ペヨコー
　
望
の
も
と
に
、
地
域
発
展
の
た
め
、

1ーー［　ロさ匹
　
生
活
同
上
に
一
だ
ん
と
ご
精
進
い
た

lllE　ロユー
　
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い

ー1聾量ヨまヨ量
た
し
ま
す
。

　ド　！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
華
嚢

ヨヨ位“
　
は
昨
年
二
月

メ
　
ロ
ニ璽

村
長
就
任
以

撲
症
薯

リリ馳伽腿鵬崩ゆ

幽
巌
翼
墓
、
み
な
さ
ん
の

鋤
・

ま
す
。

三
工
場
誘
致

　
お
蔭
様
に
て
懸
案
の
工
場
誘
致
に

っ
い
て
は
村
内
既
存
工
場
の
拡
大
発

展
に
加
え
本
年
早
々
に
建
設
着
手
の

運
ぴ
と
な
つ
た
押
切
地
区
の
平
林
工

場
、
成
沢
地
区
の
株
式
会
社
、
原
田

伸
鋼
所
、
江
南
産
業
等
で
す
が
こ
れ

新
年
を
迎
え

は
関
傑
土
地
所
有
者
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
と
存
じ
ま
す
。

公
共
事
業
の
描
進

霧
藁
道
の
襲
篁
＋
米
に

つ
い
て
は
去
る
十
工
月
中
に
実
距
の

予
定
で
し
た
が
県
、
、
熊
谷
土
木
都
務

　
、
で
為
こ
れ
が
完
遂
に
一
段
の
努
力
を
る
い
村
を
め
ざ
し
て
努
力
い
た
す
考

　
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
え
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苫
－

　
現
在
改
修
中
の
上
新
田
地
内
の
県
道
　
　
更
に
村
の
中
心
と
な
る
役
場
庁
舎

　
に
つ
い
て
も
地
区
関
係
者
の
ご
鰯
力
新
築
に
つ
い
て
は
、
合
併
以
未
の
懸

　
に
よ
り
普
々
工
事
も
進
渉
さ
れ
て
お
塞
畢
項
と
し
て
研
究
さ
れ
て
お
り
額

　
り
ま
す
の
で
早
期
に
完
成
さ
れ
る
こ
し
た
が
本
年
は
新
た
な
視
野
に
た
つ

　
と
と
存
じ
ま
す
。
尚
各
所
に
村
道
改
て
こ
れ
が
実
現
に
努
力
致
し
た
い
と

　
修
が
実
施
及
ぴ
計
画
が
あ
り
ま
す
が
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
外
農
業
近
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
化
の
問
題
、
佳
毛
問

　
　
　
　
　
　
　
て
、
適
、
保
癬
生
、
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
会
福
祉
、
教
育
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
迎
え
、
覚
悟
を
新

　
村
の
発
展
の
基
に
な
る
道
路
整
備
で
た
に
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
て
い
き

　
あ
η
ま
す
の
で
特
段
の
ご
協
力
を
お
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
願
い
申
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
村
民
の
み
な
さ
ん
の
変
ら
ぬ
ご
指

　
次
に
新
し
い
蘂
業
と
し
て
行
わ
れ
導
ご
鞭
提
と
ご
協
刀
を
、
切
泥
お
願

　
た
街
灯
設
置
で
す
が
、
現
在
百
七
十
い
申
し
上
げ
且
ま
た
み
な
さ
ま
方
の

　
灯
設
置
さ
れ
各
地
域
よ
り
増
設
と
喜
”
ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
祈
怠
し
て
年
頭

江
南
村
長
松
本
芳
沿
騨
棚
詑
ば
糊

輌
り
、
．
蠣
な
蓄
蒼
け
で
馨
落
茗
見
聾
と
な
畠
し
召
者
薮
上
馨
し
て
葵
港
、
開

』
一
嘗
虐
㎝
一
爵
篭
．
一
一
奮
曇
飼
愚
躰
一
…
騨
自
一
ミ
．
鱒
薯
一
幽
働
塁
＝
ξ
．
一
…
一
嗣
…
讐
．
…
一
陶
…
＝
働
…
葡
隔
…
晒
働
…
…
言
一
…
一
一
…
蓄
窪
…
一
＝
…
二
…
…
…
鞠
三
…
一
毒
一
茎
嘗
ε
量
ξ
一

舞
露
の
蒙
否
欝
難
響
ま
づ
の
叢
年
も
．
霧
と
い
書
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

1”闘ヨ
じ

媚

　
感
謝
状

』
江
爾
村
長
　
松
本
芳
沿
殿

貴
職
並
ぴ
に
国
民
年
金
担
当
職
員
各

位
に
は
国
民
年
金
事
業
の
実
施
に
当

た
り
周
到
な
計
画
の
も
と
に
適
確
な
．

事
務
処
理
を
進
め
ら
れ
特
に
優
秀
な

事
業
成
績
を
お
さ
め
み
れ
ま
し
た

よ
っ
て
こ
こ
に
そ
の
御
努
力
に
対
し

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す

、
確
和
三
十
八
年
十
二
月
二
寧
日

　
社
会
保
険
庁
長
官
篇
田
浩
還

会
よ
り
蓑
彰
さ
れ
た
二
と
も
あ
写
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
老
朽
化
し
、
掌
校
、

P
T
A
な
ど
か
ら
「
改
蘂
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
の
悪
望
が
出
さ
れ
て
い
た
も

の
で
す
。

村
で
も
重
要
な
事
業
の
多
い
な
y
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
め

新装なった給食室

が
入
つ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
反

“
癌
月
年
金
の
徴
収
を
府
っ
て
お
り
ま
す

が
お
蔭
様
で
加
入
者
の
ご
理
解
と
積
極

的
な
協
力
に
よ
り
徴
収
率
も
識
に
よ
く

前
納
者
を
含
め
る
と
一
一
五
％
以
上
に

成
人
と
な
ら
れ
た
か

虎
仁
国
民
年
金
の
加

入
を
…
…

成
人
の
日
を
む
か
え
ら
れ
た
み
な
さ

な
つ
て
い
ま
す
、
国
で
も
こ
う
L
た
国
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢
翼
甲
｝
・
、
．

齢灘
灘
雛
欝
繋

灘鎌

向
上
さ
れ
る
こ
と
で
し
よ
つ
臥
監
騨

慧

給食室の内部
　
2
0
才
に
な
ら
れ
元
み
な
さ
協
は
、
法

　
律
上
の
成
人
と
し
て
一
人
前
の
扱
い
そ

　
う
け
、
選
華
権
も
与
え
ら
れ
で
、
名
異

　
と
も
に
社
会
人
と
な
り
ま
す
。

一
人
前

　
の
社
会
人
で
あ
れ
ば
買
任
と
義
務
の
あ

　ることも

忘
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い

　
の
で
す
が
、
そ
の
一
づ
と
し
て
伽
才
に

な
る
と
、
国
民
年
金
の
加
入
者
に
な
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
国
民
年
金
は
20
才
5
69
才
ま
で
の
国

民
で
、
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
の
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
達
の
、
ポ

ら
嘉
入
し
鷹
ば
な
．
濃
遷

金
制
度
で
す

　
毎
月
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
授
来
の
老

令
、
廃
疾
、
死
亡
と
い
つ
た
生
活
の
不
■

案
箋
髪
つ
て
少
し
盈
播
し

よ
う
と
い
う
目
的
で
、
全
国
民
を
対
象

と
し
て
、
行
な
マ
て
い
る
事
業
で
す
。

ぷ
し
2
・
蒼
な
ら
墾
繁
落
み

．
な
さ
ん
に
と
つ
て
、
年
金
な
ど
ぞ
い
う

こ
と
は
遠
い
将
兼
の
こ
と
と
し
ヤ
考
え

が
ち
で
す
が
、
成
人
の
日
を
機
癸
に
、

国
民
年
金
の
趣
旨
を
じ
つ
く
り
宏
考
え
　
、

て
み
魯
こ
と
も
、
ま
た
必
要
な
ご
と
で

疑
い
で
し
よ
う
か
・
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

kレ、

ξ需

、
蟹
『

『コ
ご

P－

隻

4

門
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村長賞

寝る前と家を出る前火の始末・

　　　　　一無火災村をあざして一’

冬
σ
太
樹
的
な
槻
災
シ
ト
ズ
ン
を
前

に
消
防
団
で
慮
き
本
年
こ
そ
無
火
災
を

ぬ
ざ
し
て
、
国
の
握
唱
し
て
い
ス
国
民

総
ぐ
ス
み
の
防
火
運
動
を
搬
進
し
て
お

り
ま
す
。
特
に
二
れ
か
ら
は
季
節
風
が

要
、
邊
薩
下
し
、
暑
葎
状

漿讐奪．

そ
の
う
え
、
火
の
便

用
も
一
段
と
多
く
な
り
ま
す
a
で
、
家

庭
の
一
人
一
人
が
火
の
敵
扱
い
に
洗
意

　
し
て
．
恐
し
い
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
消
防
団
の
統
計
に
よ
る
と
、
昨
年
発

．
冨
し
た
彼
災
は
5
件
、
こ
の
損
警
顧
は

7
百
50
万
円
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
消
防
団
と
動
労
煮
協
議
会
で

　
は
、
消
防
に
対
す
る
翻
識
を
高
め
、
火

災
の
な
い
あ
か
る
い
村
づ
く
1
切
た
⑩

　
に
、
広
く
一
般
か
ら
火
災
予
防
運
動
の

標
語
を
勝
集
し
た
わ
け
で
す
。
．
多
く
の

募
集
の
な
か
か
ら
絹
編
を
選
び
、
＋
二

月
一
日
消
防
点
検
の
行
な
わ
れ
た
際
、

発袈さ

れ
ま
し
た
。

　
代
豪
標
語
（
村
長
賞
）
は
、
本
村
押

切
八
三
一
番
地
の
森
秀
夫
さ
ん
（
路

才
）
℃
入
選
四
編
、
佳
作
十
編
は
次
の

‘
と
お
り
で
す
。

議
長
賞

無蓬作に

捨
て
ろ
な
タ
バ
コ
火
纂
の
元

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
貞
子

教
育
長
賞

危
い
ぞ
子
供
の
火
遊
び
火
事
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
淳

消
防
団
長
賞

火
災
か
ら
守
れ
平
和
な
我
が
郷
土
9

　
　
　
　
　
　
　
　
神
谷
政
轟
た
め

北小学校々庭で訓棟する消防団員

協
議
会
長
賞

出
す
な
臥
や
守
起
火
事
と
粛
赦

　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
理
江

佳
　
　
作

全
村
火
防
に
笑
顔
で
協
力

　
　
　
　
　
　
大
久
保
徳
太
郎

寝
る
荊
に
火
の
元
点
検
も
う
一
度

　
　
　
　
　
　
　
坂
田
幸
三

火
累
を
出
す
な
入
に
迷
惑
村
の
恥

　
　
　
　
　
　
　
小
松
原
英
雄

火事出

す
な
身
の
た
め
子
の
た
め
村
の

　
　
　
　
　
　
　
馬
場
美
紗
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

，
』
蒙
　
　
　
　
　
殉
撫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

多
§
｝
　
　
’
妻
：
嚢
ヌ
…
～
∂
羅

　
無
火
災
で
明
る
く
伸
ば
ぜ
お
ら
が
村

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
久
作

　
火
の
用
心
我
が
尿
の
日
課
の
合
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
珠
枝

　
よ
い
子
ら
は
火
の
用
心
で
村
づ
く
肱
，

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
俊
江

　
任
す
な
た
よ
る
な
火
の
始
末

　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
一
治

　
伸
ぴ
る
村
朗
る
い
塚
庭
も
防
火
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
守
一

　
火
に
注
意
親
が
守
れ
ば
皐
も
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
守
一

．
軌
，
　
　
ー
　
　
　
鵡
粥
h
鞠

漕
防
白
書
に
よ
る
出
火
原
因
は
「
た
　
特
に
注
意
す
る
よ
う
酒
防
団
で
は
呼
び

ぱ
こ
」
が
ト
ツ
プ
で
全
体
の
且
％
。
（
喫
　
か
け
て
い
ま
す
。

煙
溜
4
キ
6
百
人
の
う
ち
1
人
が
火
事
　
1
　
た
ば
こ
の
吸
が
ら
の
始
末
と
マ
ツ

を
起
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
）
　
　
　
チ
の
取
り
吸
い
を
お
ろ
そ
か
に
し

つ
い
で
、
「
子
供
の
火
遊
び
」
「
こ
ん
　
　
な
い
こ
と
。

ろ
」
「
た
き
火
」
「
族
火
」
「
浬
突
」
　
2
か
ま
ど
や
コ
ン
ロ
な
ど
火
を
便
う

など

の順

で
す
。
本
地
帯
で
は
、
寡
の
　
　
場
所
は
よ
く
整
輝
し
て
お
≦
と

ま
わ
り
に
わ
ら
な
ど
が
あ
る
た
め
、
煙
　
3
子
供
だ
け
の
パ
．
き
火
な
ど
は
絶
対

突
の
飛
ぴ
火
や
た
き
火
の
後
始
宋
が
不
　
　
に
さ
せ
な
い
こ
と

十
分
の
た
め
に
火
災
を
起
し
た
多
く
の
4
腰
突
が
屋
根
や
鞭
を
つ
ら
ぬ
い
て

実
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
事
項
に
　
　
　
い
る
簡
所
の
点
検
を
怠
ら
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
吻
”
矯
譲
‘
　
　
　
　
　
繊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
鰍
　
．
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卵

げ

啄
　
、

史
上
昊
の
餐
套
　
蟹
が
嚢
あ
わ
せ
、
こ
の
大
会
蔑
つ
轟
縫
に
需
さ
せ
る
」
蔚
ま
で
圭
日
、
華
難
く
り
ひ
あ
り
ま
す
．

　
病
よ
つ
阜
く
、
よ
り
商
く
、
よ
り
強
く
」
功
さ
せ
る
よ
う
、
さ
あ
、
皿
ち
あ
が
り
う
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
憲
輩
が
絶
対
視
さ
れ
ろ
げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。
　
　
　
　
ど
り
わ
け
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
は
勝
つ

　
　
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
め
ざ
寸
理
想
に
さ
ま
し
よ
う
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
り
険
悪
な
国
際
緊
磯
の
み
つ
た
ど
・
、
云
県
で
も
、
戸
田
町
で
ボ
ー
ト
、
大
こ
と
が
且
的
で
は
獄
い
慌
界
の
友
好
と

　
き
え
ら
れ
た
聖
火
が
策
京
の
夜
空
を
飾
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
の
起
源
　
　
　
　
き
で
も
、
こ
の
世
騨
だ
け
は
Ψ
湘
と
友
冨
宿
で
サ
ツ
カ
ー
、
所
沢
で
ク
レ
4
射
平
和
こ
そ
そ
の
ね
ら
い
と
す
ろ
も
の
で

　
み
の
も
あ
と
十
ケ
月
余
り
の
こ
と
と
な
　
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
競
疲
は
、
古
代
ギ
リ
好
の
う
転
に
終
始
し
、
．
酎
際
親
善
と
直
撃
、
朝
霞
阿
で
近
代
煮
稀
競
輝
が
行
な
あ
る
。
と
い
う
精
神
か
ら
観
客
と
し
て

　
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
の
オ
リ
ン
ポ
ス
に
さ
さ
げ
る
各
都
界
平
和
に
大
き
く
璽
献
を
し
て
き
た
と
わ
れ
ろ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
ー
　
　
ス
ポ
ー
ツ
を
正
し
く
み
名
態
度
を
養
お

　
　
お
も
い
起
こ
せ
ば
史
上
最
大
と
い
わ
市
間
の
平
和
と
、
民
族
の
災
轡
を
除
く
い
う
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一
大
県
民
運
動
を
展
開
　
　
　
う
。
そ
し
て
、
日
本
人
と
し
て
の
品
位

　
れ
た
ロ
ー
マ
大
会
の
閉
会
式
で
・
世
界
宗
教
行
籍
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
が
そ
　
　
過
曇
十
七
回
に
わ
た
る
賃
い
胚
史
と
　
　
県
で
は
こ
れ
ら
の
竸
技
が
ス
ム
ー
ス
を
保
ち
、
欝
葉
の
不
目
由
な
外
国
の
人

　
噸
の
覆
人
が
「
四
年
後
に
東
京
で
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
－
た
ち
に
悪
い
印
象
を
与
え
る
よ
．
ヶ
な
誉

肇
難
講
零
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
　
　
　
羅
罐
襯
講

哉
鞍
、
畿
憶
験
。
参
伽
難
醐
　
　
　
　
』
　
　
わ
れ
わ
れ
の
．
手
で
　
　
砿
携
猛
醸
難
駿
駄
髭
駕

　
約
一
〇
万
と
み
ら
れ
、
そ
の
鞠
模
に
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
伽
ら
心
の
億
輝
を

　
い
て
前
ロ
ー
マ
大
会
を
は
る
か
に
し
の
の
お
こ
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
代
栄
光
に
か
が
や
く
人
類
の
遺
産
と
も
い
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
、
去
る
六
月
、
夘
　
わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
、
む
か
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
～
望

ρ斡
一

≧

機械器具点検状況

ま
し
た
。

優
良
肖
防
団
塁
彰
言

　
北
本
部

　
　
〃

　
南
本
邪

　
　
グ

　
篇
1
分
団

　
　
〃

　
第
2
分
団

　
　
〃

　
胴
且
薗
・

　
　
〃爾

禽

　
　
〃

、
第
5
盆

　
　
〃

　
第
6
分
団
’

　
　
〃

　
第
7
分
団
■

　
　
〃

　
第
8
分
団

　
　
〃

　
第
9
分
団

　
　
〃

　
第
勘
分
団

　
　
〃

　
第
u
分
団
，

　
　
〃

　
第
陀
分
団

　
　
眉

　
第
隅
分
団

　
　
〃

特
別
裂
彰
者

・
江
爾
村
役
場

　
　
〃

着
沐
次
弓

坂
田
　
勇

寺
』
邊
久

小
林
基
平

智
』
武
夫

癌
田
正
一

漿
丑
朴
斥

持
田
健
雄

笠
原
法
臣

小
林
光
四
郎

関
口
竹
二

巾
野
司
郎

隔
田
．
重
夫

新
弾
　
隆
．

小
久
保
嘉
三

寺
山
重
雌

笠
原
守
雄

禽
野
元
這
郎

冨田

保
一

中

圏
丈
夫

野
沢
　
実

飯
島
好
男

吉
田
利
次

吉
沢
淳
次

木村利秋

水
野
三
好

水
野
重
吉

橋
本
松
良

大
沢
豊
一
郎

長
瀬
方
一

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

副
分
団
畏

　
〃　　　団班

〃〃〃〃

　　　員畏

柴
田
守
次

柴
　
茂
男

岡
田
政
秋

滝
田
葵
敬

漸
弁
正
一

．
露
勧
一

宇浩川暢純

山
田
武
司

吉
野
　
広

久
保
田
昭
吉

湯
本
　
清

木
村
，
蔵
雄

大
久
保
由
紀
子

広
沢
勝
子
，

　
　
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寮
に
な
ら
い
、
い
ま
か
ら
六
十
七
葬
前
れ
も
ま
r
大
切
に
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
ツ
ク
推
進
難
を
締
成
、
眼
を
あ
げ
て
旗
界
の
人
六
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
き
ま

　
　
第
十
八
圃
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
東
京
つ
ま
り
一
八
九
六
年
に
ア
テ
ネ
で
第
一
せ
ん
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
準
備
体
制
の
強
化
に
つ
と
め
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
ど
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
大
会

　
　
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
犬
会
が
開
か
れ
、
そ
れ
か
ら
四
年
を
本
県
に
も
四
つ
の
会
場
　
　
　
　
す
。
こ
の
運
動
の
ね
ら
い
は
、
名
誉
齢
に
滲
加
し
た
人
た
ち
が
口
を
そ
ろ
え
て

　
　
　
長
い
伝
統
に
つ
ち
か
わ
れ
、
育
て
ら
周
期
と
し
て
世
界
各
地
で
囲
催
さ
れ
て
　
　
昭
和
三
十
九
年
十
月
十
目
（
土
）
醐
る
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
策
京
犬
会
の
会
場
県
「
東
凍
大
会
は
す
ば
ら
し
か
つ
た
≒
目

　
　
れ
て
き
に
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
犬
会
の
発
展
き
ま
し
卸
。
こ
こ
で
記
憶
し
た
い
こ
と
ら
か
な
フ
ア
ン
フ
ア
ー
レ
と
と
も
に
弟
と
し
て
、
会
場
殴
備
の
充
察
強
化
と
と
本
へ
行
つ
て
よ
か
つ
た
」
と
い
う
よ
う

　
　
に
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人
の
力
か
頁
献
は
、
い
ず
れ
の
大
会
に
お
い
て
も
「
す
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
東
東
大
会
の
幕
も
に
、
遠
栄
の
客
を
迎
え
る
た
め
の
機
に
、
い
ま
か
ら
心
の
準
備
を
し
よ
う
で

　
　
す
る
名
誉
あ
る
チ
ヤ
ン
ス
で
す
。
一
億
べ
て
の
国
の
ア
マ
チ
ユ
ア
を
、
公
正
か
は
切
つ
て
お
と
さ
れ
二
十
四
日
（
土
）
運
を
も
り
あ
げ
志
つ
と
す
る
と
こ
ろ
に
に
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
（
埼
軍
県
）

　
　
ミ
ろ
も
き
き
モ

　
弓
ぐ
も
の
と
い
わ
れ
る
た
い
へ
ん
な
も
の
オ
つ
ン
ピ
ツ
ク
競
技
大
会
は
、
こ
の
故
う
べ
き
こ
の
崇
高
な
第
璽
を
、
わ
れ
わ
蛋
嚢
と
す
る
、
埼
玉
県
オ
リ
ン
ビ
ら
清
潔
で
、
礼
儀
の
正
し
い
民
旋
と
し

　
剛

　
■

号25・
第

　
　
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
年
動
続
消
防
団
韻
の
退
職
に
よ
る

5
石
油
や
プ
只
ン
ガ
ス
の
保
霧
諺
者

　
　
所
に
十
分
流
懲
す
る
こ
と
。
　
　
　
～

墨
＋
八
年
＋
青
再
鷺
．
”
分
団
畏
畏
倉
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
飯
島
才
助

検
義
の
際
、
匿
鍔
留
及
葉
　
”
　
寺
山
保
男

年
動
続
者
、
特
別
裂
彰
な
ど
行
な
わ
れ
　
　
　
　
〃
　
　
　
井
上
　
勝
義

か
ぜ
の
予
防
は
〃

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ヴ
イ
ル
ス
に
よ

る
急
性
の
感
染
搬
で
、
そ
の
症
状
は
一

5
二
日
の
潜
伏
期
の
あ
と
発
熱
し
、
頭

痛
、
筋
肉
痛
な
ど
が
お
こ
り
普
通
一
週

間
ぐ
ら
い
で
な
お
り
ま
す
が
、
こ
じ
ら

せ
る
と
肺
炎
や
賢
炎
、
中
耳
炎
な
ど
を

併
発
し
ま
す
か
ら
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
さ
て
イ
ン
フ
ル
工
図
ザ
の
予
防
で
す

が
、
な
ん
と
い
つ
て
も
あ
み
か
じ
め
予

防
擁
穂
を
ケ
け
て
お
く
こ
ど
が
大
切
で

，
す
。
予
防
接
種
を
し
て
抵
抗
力
を
つ
け

て
お
き
ま
す
と
、
た
と
え
か
か
つ
て
も

軽
く
す
み
ま
す
。
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

。
ザ
は
人
か
ら
人
へ
飛
ま
つ
に
よ
り
風
藁

し
て
い
き
ま
す
か
ら
▽
か
か
つ
て
い
る

人
が
マ
又
ク
を
す
る
こ
と
は
、
ま
わ
り

の
人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と
に
役
証
ち
ま

す
。
さ
ら
に
流
行
し
て
き
ま
し
た
ら
、

不
要
な
外
出
を
さ
け
て
、
外
出
後
は
つ

と
め
て
う
が
い
を
し
ま
し
よ
う
。
ま
た

感
染
し
た
と
き
に
は
、
十
分
安
静
に
し

て
他
の
病
気
を
併
発
し
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
よ
う
。

「
歳
末
助
け
あ
い
運
動
」
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
晴
し
い
結
果

「
驕
末
助
け
あ
い
廻
動
」
は
、
糟
楓
　
主
的
な
麟
意
を
持
寄
り
下
さ
つ
た
こ
と

的
な
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
参
加
に
よ
・

り
、
前
帰
の
馳
録
を
宙
薪
す
呂
す
ば
ら

し
い
寵
綬
を
あ
げ
ま
し
た
。
特
に
社
会

福
祉
協
議
会
搬
脳
の
一
翼
で
あ
る
区
長

さ
ん
に
は
、
お
骨
折
り
い
た
だ
き
、
自

　
　
　
額
論
蹴
㎜
晒
9
。
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璽
　
L

　計
　
　
　
　
　
　
4
　
4
　
6
　
3
．

　
　
　
　
　
4
砿
焦
a
ら
7

　
　
　
米

集
　
　
　
　
　
　
5
　
3
　
1
　
2
　
2

　
　
　
白

　
い
』

　
合　
　
　
　
　
　
沢
本
田
切
切

　
　
　
名

　
　
　
　
　
　
　
　
雑
揮
押

「
け

　
　
　
字

　
　
　
　
　
　
成
．
三
上
．
上
下

助

を
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
持
寄
ら

れ
ま
し
た
金
品
に
つ
い
て
は
儲
世
帯
を

対
象
に
、
贈
県
い
た
し
ま
し
た
。
地
区

別特

寄
り
は
次
の
と
お
ゆ
で
す
。

　
【
社
会
福
朴
協
議
会
】
昭
和
二
十
六

年
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に
地
域
任

艮
の
嘩
協
圃
活
動
〃
の
組
織
と
し
て

、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足

し
、
ヒ
の
蝿
動
の
主
唱
、
輿
臓
者
と

な
り
、
以
兼
社
会
纒
融
協
臓
会
活
動

の
削
進
と
と
も
に
、
地
城
と
も
活
発

に
、
こ
の
運
動
が
す
す
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
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1，580
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　　700
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　200

　500
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　860
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32．4

14．4

18．9

4．5

11。7

樋春北
樋春南
御正新田
野
．

原

須賀広

小江川
　塩

井
　
　
代
場
所

　
柴
　
　
験
養

板
　
　
千
試
療

　　　　1

354．615，586計

役
場
の
ご
案
内

　
　
　
前
号
に
つ
づ
い
て

　
　
　
　
　
各
課
の
仕
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
、
住
民
課

　
L
窓
口
係

　
　
ω
戸
籍
諸
届
の
受
付
・
閲
覧
・
謄
抄
本
の
交
付

　
　
の
住
民
登
録
諸
屈
の
受
附
・
諸
証
明
の
交
付
．

　
　
③
印
鑑
関
係
の
受
附
・
証
明

　
　
．
㈲
外
園
人
登
録
事
務

　
　
⑤
自
衛
宮
募
集
及
び
職
業
案
内

　
　
⑥
主
食
配
給
事
務
・
異
動
台
帳
の
整
備

　
　
ω
そ
の
他
哨
般
の
相
談
ご
と

　
λ
管
理
係

　
　
①
戸
籍
簿
・
住
民
票
の
整
備
、
保
管

　
　
③
出
張
所
の
連
絡

　
　
　
　
　
し

　
　
③
そ
の
他
庶
務
的
事
務

四
、
視
務
課

　
L
庶
務
係

　
　
①
課
税
台
鰻
の
整
備
・
保
管

　
　
⑧
納
税
に
関
す
る
証
明

　
　
③
税
務
統
計
、
そ
の
他
税
務
事
務

　
え
課
税
係

　
　
①
村
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
電
気
ガ

　
　
　
ズ
税
・
た
ば
こ
消
費
税
の
課
税
．

　
　
⑧
諸
税
の
異
議
申
皿
及
ぴ
減
免

　
　
③
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　
生
収
税
係

　
　
ω
諸
税
の
徴
収
、
督
励

　
　
㈹
滞
納
整
理
及
び
処
分

　
　
③
納
税
組
合
・
納
税
貯
蓄
組
合

五
、
産
業
課

L
農
業
委
員
会

且
農
政
係

　
　
①
産
米
管
理
・
農
産
物
の
流
通
改
善

、
⑧
農
業
・
林
産
業
・
水
産
業
．
養
蚕

　
　
⑧
農
林
業
団
体
と
砂
連
絡
及
育
成
指
導

a
振
興
係

　
　
①
褒
盤
物
の
窪
課
、
難
豊
蓑
事
業

　
　
ω
新
農
村
振
興
事
業

　
　
③
病
害
虫
の
防
除

　
　
⑳
農
耕
地
、
思
排
水
路
の
改
良

　
　
⑤
農
業
近
代
化
資
金
の
取
扱

生
畜
産
係

　
　
ω
獣
疫
予
防
及
び
畜
産
振
興
事
業

　
　
捌
畜
産
団
体
と
の
連
絡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
づ
く
）
．

ゲ
乙




